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1 はじめに

Unify NXJは、 NXJ アプリケーシ ョ ンを構築 ・配備 ・ 管理をするためのプラッ ト フォー
ムです。

NXJ アプリケーシ ョ ンは、 ビジネスプロセスを自動化して、 それらのプロセスにおける
データへの安全なアクセスが保証された J2EE準拠のWeb アプリケーシ ョ ンです。 例
えば、 NXJ アプリケーシ ョ ンは経費申請の承認プロセスに使用することができます。 そ
のアプリケーシ ョ ンでは、 従業員が申請書を提出してその進捗を確認することができた

り、 給与支払い担当者が従業員の提出した申請書を処理して、 支払い処理に自動的に送

ることができたり します。 このように自動化されたプロセスは、 申請書が正し く取り扱

われることを確実にすることができます。 また、 セキュリテ ィに関しては、 従業員は申

請の追加 ・確認に限定される一方で給与支払い担当者は追加 ・削除 ・更新 ・確認ができ

るといった形で保証することができます。

各 NXJ アプリケーシ ョ ンは ZIP ファイルでパッケージされ、 J2EE アプリケーシ ョ ン
サーバに配備されます。 サポート されるアプリケーシ ョ ンサーバについては、 『Unify 
NXJがサポートする構成』 に一覧されています。

1.1 Unify NXJの環境
Unify NXJは、 開発環境と実行環境で動作します。 NXJ アプリケーシ ョ ンは開発環境で
作成されて、 パッケージされます。 これらのパッケージは、 ユーザがアプリケーシ ョ ン

にアクセスする実行環境において、 アプリケーシ ョ ンサーバに配備されます。

管理者と配備担当者は実行環境で作業し、 以下を使用します。

• NXJ インタラクシ ョ ンサーバ
アプリケーシ ョ ンサーバと連携して NXJ アプリケーシ ョ ンの実行を調整する。
© Copyright 2008 Unify Corporation 1



はじめに
• 管理システム
NXJ テク ノロジに基づいてインス トールされたいろいろなサーバサイド管理コ
ンソールがあります。

Systinet Server Admin Console:
ホス ト された Webサービスを管理するために使用します。 これは、 http: //
<host>: <por>/systinet/server/admin/console でアクセスすることができます。

Business Process Admin Console:
配備されたビジネスプロセスワークフローを管理するために使用します。 これ
は、 http://<host>:<port>/BPMAdmin でアクセスすることができます。

Report Server:
配備された NXJ レポート を管理するために使用します。 これは、 http: //<host>: 
<port>/jreport でアクセスすることができます。

エンドユーザは、 ブラウザのアドレスバーに NXJ アプリケーシ ョ ンの URL を入力する
ことにより、 実行環境の NXJ アプリケーシ ョ ンにアクセスします。
2 © Copyright 2008 Unify Corporation



はじめに
以下は、 Unify NXJ でこれらのコンポーネン ト と他のコンポーネン トの関係を示しま
す。

このガイ ドは、 これらのコンポーネン ト を使用する方法に関する情報を提供します。 ガ

イ ドは、 管理者や配備担当者、 そして NXJ アプリケーシ ョ ンを配備して管理するため
に Unify NXJ を使用するその他のユーザを対象と しています。
3© Copyright 2008 Unify Corporation



はじめに
1.2 NXJ アプリケーシ ョ ンはどのように
動作するか？

NXJ アプリケーシ ョ ンは、 ユーザインタフ ェース、 データソースへのリンク、 ユーザイ
ンタフ ェースとデータソース （以下の図） 間の相互作用を定義するビジネスルールから

成ります。

1.2.1 ユーザインタフェース

ユーザインタフ ェースは、 主に Java Server Pages （JSP） ページに表示されるフォー
ムから成ります。 ユーザは、 Web ブラウザでフォームの URL を入力してフォームにア
クセスします。 各フォームは、 コンポーネン ト と機能をド ラ ッグ＆ドロップで配置でき

るグラフ ィ カルなツールのアプリケーシ ョ ンデザイナで作成されます。 各フォームは、

一般的にデータソースからのターゲッ トテーブルに関連付けられています。 以下は、 一
般的なフォームの例です。

ヘッダやフ ッ タはアプリケーシ ョ ンのステータスに関する情報を提供します。 ツール

バーは、 NXJ アプリケーシ ョ ンをナビゲート したり、 データをナビゲート したり、 デー
タベース操作を実行するコマンドボタンをユーザに提供します。

ビジネスルール データソースユーザ

If adding, then call...

If adding, then call...
If deleting, then...

If searching, then...
If invalid ID, then...

インタフ ェース

フッタ 

ツールバー 

ヘッダ

フォーム
本体
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はじめに
ユーザがフォームを操作したとき、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバはユーザのアクシ ョ ン
をデータベースに発行される SQL文に変換します。 どんな結果でも、 フォームに返さ
れ、 適切なフ ィールドに表示されます。 例えば、 ユーザは検索条件を入力し、 ツール

バーにある検索ボタンをク リ ッ クすることでターゲッ ト テーブルを検索することができ

ます。 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 この検索コマンドをフォームにレコードを返す
SQL SELECT文に変換します。

1.2.2 データソース 
NXJ アプリケーシ ョ ンで使用されるデータソースは、 一般的に Java DataBase 
Connectivity （JDBC） を通して接続されるデータベースです。 開発者は、 アプリケー
シ ョ ンのプロパテ ィの一部と して NXJ アプリケーシ ョ ンデータソースを確立します。
管理者と配備担当者は、 配備で使用するデータソースを選択します。 管理者と配備担当

者は、 実行時にアプリケーシ ョ ンサーバにおいて、 データソース定義を設定する必要が

あるかもしれません。 データソース定義についての詳細は、 15 ページの 「データソー

ス定義」 を参照して く ださい。 サポート されるデータベースベンダーの一覧は、 『Unify 
NXJがサポートする構成』 にあります。 

1.2.3 ビジネスルール

ビジネスルールは利息を計算したり、 請求額の合計を計算したり といったカスタマイズ
されたロジックを使用して特定の作業を実行します。 開発者は、 組織のビジネスプロセ

スに合うように NXJ アプリケーシ ョ ンを作成するためにビジネスルールを使用します。
例えば、 NXJ アプリケーシ ョ ンは、 新しい経費申請書のレコードがデータベースに追加
されると、 自動的に申請書番号を生成するビジネスルールを含むことができます。 ある

いは、 従業員が新しい経費申請書を提出する際に、 従業員 ID を確認するためにビジネ
スルールを使用できます。

1.2.4 配備担当者と管理者

NXJ配備担当者は、 NXJ アプリケーシ ョ ン、 スタンドアローン ActiveWorkflow プロセ
スとレポート を配備する NXJ ユーザの特別なタイプです。

NXJ管理者は、 NXJ アプリケーシ ョ ン、 スタンドアローン ActiveWorkflow プロセスと
スタンドアローンレポート を配備、 再配備、 または削除する NXJ ユーザの特別なタイ
プです。
5© Copyright 2008 Unify Corporation



はじめに
1.2.5 リソース

リソースとは、 アプリケーシ ョ ンフォーム、 静的コンテン ト、 動的コンテン ト等、 NXJ
アプリケーシ ョ ンを通じてユーザがアクセスできる物です。

静的コンテン トには、 PDF、 HTML ページ、 イ メージが含まれます。 静的コンテン ト
フ ァイルは、 アプリケーシ ョ ンパッケージに含めるか、 または管理者によって追加され

ます。 一部の静的コンテン トは、 PDF フ ァイルのために Adobe Acrobat Readerのよう
な別のビューワを必要と します。

動的コンテン トは、 レポート等のように NXJ アプリケーシ ョ ンに組み込まれるロジッ
クの結果、 生成されるか変更されます。

1.2.6 セキュリテ ィ

NXJ アプリケーシ ョ ンは、 特定のフォーム、 データ とその他の機能へアクセスするユー
ザを制限することを保証します。

NXJ アプリケーシ ョ ンのセキュリテ ィは、 NXJ アプリケーシ ョ ンの機能に割り当てら
れるロールとユーザのセキュリテ ィプロバイダーで定義されるユーザのグループ間の関

係に基づきます。 セキュリテ ィについての詳細は、 『Securing an NXJ Application』 を
参照して く ださい。
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2 NXJ リポジト リの構成

NXJ リポジ ト リは、 カレン ト ビジネスプロセスや完了プロセスの履歴のような情報を格
納します。 デフォルトでは、 NXJ リポジ ト リは Unify NXJ にバンドルされている SQL 
Base リレーシ ョナルデータベースにデータ リポジ ト リを作成するように構成されてい
ます。

NXJ アプリケーシ ョ ンをテス トする際には、 実行環境をエミ ュレートできるよう、 開発
環境にデータ リポジ ト リを構成して く ださい。 つまり、 実行環境でデータ リポジ ト リを

Oracle上に構成するのであれば、 開発環境でも Oracle データベースを使用して下さい。

この章の残りのセクシ ョ ンでは、 NXJ データ リポジ ト リを他のデータベース上に構成す
る方法について説明します。 以下のアプリケーシ ョ ンサーバ / データベースの組み合わ
せがサポート されています。

アプリケーシ ョ ン
サーバ データベース 参照

JBoss IBM DB2 8 ページの 「IBM DB2データベース」

Informix 9 ページの 「Informixデータベース」

MS SQL Server 9 ページの 「MS SQL Serverデータ
ベース」

Oracle 9 ページの 「Oracleデータベース」
© Copyright 2008 Unify Corporation 7



NXJ リポジト リの構成
2.1 IBM DB2データベース
DB2 データベースをリポジ ト リ と して使用するには、 以下の手順で NXJ リポジ ト リを
構成する必要があります。

注 : DB2データベースを作成する手順は、 “Type-2” CLI-based driver を
使用することを前提としています。 これには DB2 クライアン ト製品
をインス トールし、 実際のデータベースへの “alias” を作成する必要
があります。 この aliasはローカルアクセスする際のデータベース名
として使用されます。 NXJからデータベースにアクセスするには、
“Type-4” ド ライバを使用します （データベース aliasは使用しませ
ん）。

また、 32KB ページサイズのテーブル領域が利用可能でなければな
りません。 これは、 リポジト リデータベース中のあるテーブルの行
サイズで非常に大きいものがあり、 その行がデータベースページに
収まる必要があるからです。 User領域および System一時領域を作
成して下さい。

1. DB2 “db2sql92” ユーテ ィ リテ ィ と repository-db2.sql スクリプ ト  
(<UNIFY_HOME>/lib/repository) を実行し リポジ ト リテーブルを作成します。

db2sql92 -d ALIAS -a user/password < repository-db2.sql

ALIAS はデータベース alias名、 user/password はテーブル作成のために必要な
ユーザ認証です。

さらに、 CLI-based ド ライバを使用するには、 ド ライバの Jar ファイルをアプリ
ケーシ ョ ンサーバのクラスパスに追加し、 DB2 “bin” ディ レク ト リをアプリケー
シ ョ ンサーバの PATH に追加する必要があります。

WebSphere IBM DB2
Informix
Oracle

11 ページの 「WebSphere アプリケー
シ ョ ンサーバ」

WebLogic Oracle
MS SQL Server

11 ページの 「WebLogic アプリケー
シ ョ ンサーバ」

Oracle 10g & OC4J Oracle 14 ページの 「Oracle アプリケーシ ョ ン
サーバ （OC4J or 10g）」

アプリケーシ ョ ン
サーバ データベース 参照
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2.2 Informixデータベース
Informixデータベースを NXJ データ リポジ ト リ と して使用するには、 以下の手順で構
成する必要があります。

1. NXJ リポジ ト リデータを保持するテーブルをデータベースに作成します。

dbaccess または同様のツールを用い、 <UNIFY_HOME>/lib/repository ディ レク ト
リにある “repository-informix.sql” スク リプ ト を実行します。 このスクリプ トは、同じ
ディ レク ト リにある turbineUser-ifx.dat も使用しますので注意して下さい。

dbaccess を実行するために必要な環境変数は以下のとおりです。

- INFORMIXDIR Informix インス トールディ レク ト リ ;
- INFORMIXSERVER Informix サーバインスタンス名 ;
- PATH Informix “bin”ディ レク ト リをパスに含めます

Informix 環境変数を設定後、 dbaccess を実行します。

dbaccess <repository> repository-informix.sql

<repository> はデータベース名です。 また “repository-informix.sql” および
“turbineUser-ifx.dat” は現在のディ レク ト リに存在するものと します。

2.3 MS SQL Serverデータベース
MS SQL Server データベースを NXJ データ リポジ ト リ と して使用するには、 以下の手
順で構成する必要があります。

1. NXJ リポジ ト リデータを保持するテーブルをデータベースに作成します。

osql または同様のツールを使用し、 <UNIFY_HOME>/lib/repository にある
"repository-mssql.sql" スクリプ ト を実行します。

注 : Microsoft SQL Server クライアン ト ツールに含まれる "isql"ユー
テ ィ リテ ィはスクリプ ト を実行できません。 CT-Libraryベース
の osqlユーティ リテ ィが代わりに使用できます。

2.4 Oracleデータベース
Oracle データベースを NXJデータ リポジ ト リ と して使用するには、 以下の手順で構成
する必要があります。

1. NXJ リポジ ト リデータを保持するテーブルをデータベースに作成します。

sqlplus または同様のツールを使用し、 <UNIFY_HOME>/lib/repository ディ レク ト
リにある "repository-oracle.sql" スクリプ ト を実行します。 このスクリプ トはリソー
ス権限を持ったユーザで実行する必要があります。 この権限は以下の方法で許可で
きます。
9© Copyright 2008 Unify Corporation



NXJ リポジト リの構成
GRANT “RESOURCE” TO “<username>”; 

テーブルスペースは 3MB以上割り当てて下さい。

2.5 SQLBase
SQLBase でリポジ ト リテーブルを作成するには、 Unify “sqltalk” ユーテ ィ リテ ィ を使
用して SQLBase データベースに接続して、 sql スクリプ ト を実行して く ださい。 : 
<UNIFY_HOME>/lib/ repository/repository-sqlbase.sql

2.6 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ
JBossが、 データソースを認識するために必要とする 2 つの構成項目があります。

1. 必要な jdbc データベースド ライバ jar ファイルをインス トールします。

2. データソース xml ファイルを設定します。

データソース xml ファイルが、 各サポート されたデータベースに対してどの様に構
成されなければならないかを示すテンプレート ファイルがあります。 これらのテン
プレートは、 <UNIFY_HOME>/lib/repository ディ レク ト リにあります。

これらは、 <database>-NXJCCDS-ds.xml と名付けられます。 ここで、 <database>
は db2、 oracle、 informix、 mssql、 または sqlbaseのことです。

例 ：
db2 データソースを構成したい場合、 .../jboss/server/default/deploy ディ レク ト リに
db2-NXJCCDS-ds.xml をコピーします。 新し く コピーされたファイルを編集して、
以下の値を db2 に置き換えます。
YOUR_HOST
YOUR_PORT
YOUR_DBNAME
YOUR_USER NAME
YOUR_PASSWORD

注 : oracleデータベースを使用する場合、 以下の <attribute name=”
Pad” >true</attribute>のように表示される” Pad"属性をアンコ メ
ン トする必要があります。 この属性は、 ディ レク ト リ ../jboss/server/
default/confに格納される jboss-service.xml ファイルにおいて構成さ
れます。
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2.7 WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバ 
WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバを使用する場合、 IBM DB2、 Informix、 MS SQL、
Oracle データベースに NXJデータ リポジ ト リを構成することができます。

使用する DBMS のバージ ョ ンは、 本バージ ョ ンの Unify NXJがサポートするバージ ョ
ンでなければなりません。 『Unify NXJがサポートする構成』 を参照して下さい。

以下の手順に従って、 リポジ ト リ と して他のデータベースを使用する NXJ リポジ ト リ
を構成して く ださい。

2.7.1 リポジ ト リテーブルの作成

NXJ リポジ ト リデータを保持するリポジ ト リテーブルをデータベースに作成しま
す。

8 ページの 「IBM DB2 データベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。

9 ページの 「Informixデータベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。

9 ページの 「Oracle データベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。

2.8 WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバ
WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバに NXJ リポジ ト リを構成するには、 アプリケーシ ョ
ンサーバを構成する必要があります。

2.8.1 リポジ ト リテーブルの作成

NXJ リポジ ト リデータを保持するリポジ ト リテーブルをデータベースに作成します。

9 ページの 「MS SQL Server データベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。

9 ページの 「Oracle データベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。

2.8.2 WebLogic開始スクリプ トの更新
テキストエディ タを使用して WebLogicサーバの開始スクリプ ト を編集します。 通常、
このスクリプ トは startWebLogic.cmd （Unix/Linux では startWebLogic.sh） という フ ァ
イルです。 ファイルは、 ../bea/<user_projects>/Domains/<yourdomain> に格納されま
す。
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1. （Oracleの場合） サーバの CLASSPATH に必要な jar ファイルを追加します。

Windows:
%UNIFY_HOME%/lib/jdbcDrivers/ojdbc14.jar

Unix/Linux:
${UNIFY_HOME}/lib/jdbcDrivers/ojdbc14.jar

注 : デフォルトのWebLogic開始スクリプ トの CLASSPATH には
Oracleデータベースド ライバが含まれています。 開始スクリプ
ト を変更した場合、 以下の jar を追加するようにして く ださい。
${UNIFY_HOME}/lib/jdbcDrivers/ojdbc14.jar 

2. （MS SQL Serverの場合） サーバの CLASSPATH に必要な jar ファイルを追加しま
す。

Windows
%UNIFY_HOME%/lib/jdbcDrivers/jtds-1.1.jar

Unix/Linux
${UNIFY_HOME}/lib/jdbcDrivers/jtds-1.1.jar

3. WebLogicサーバを再起動します。

2.8.3 WebLogicの構成を更新
WebLogic Server Console を使用して、 以下の変更を正しいド メ インに対して行って下
さい。

1. NXJ データ リポジ ト リテーブルを含むデータベースを使用するコネクシ ョ ンプール
を作成します。

< Oracleデータベースでは以下を実行します。 >

a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Services Configurations > JDBC を選択し、
Connection Pools リンクをク リ ッ クします。

b. Configure a new JDBC Connection Pool リンクをク リ ッ クします。
c. Choose Database フォームに以下を入力し Continue をク リ ッ クします。

Database Type: Oracle
Database Driver: Oracle's Driver (Thin) Version 9.0.1, 9.2.0, 10

d. “Define and test connection” フォームに以下を入力し、 Test Driver 
Configuration をク リ ッ クします。

Name: NXJDSPool
Driver Classname: oracle.jdbc.OracleDriver
URL: jdbc:oracle_clob:thin:@<host>:<port>:<sid>
Database User Name: <username>
Password: <password>
Confirm Password: <password>
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<host> は、 データベースサーバ名です。
<port> は、 データベースに接続用ポート番号です。
<sid> は、 データベース sid です。
<username> は、 データベースにログインするためのユーザ名です。
<password> は、 そのユーザのパスワードです。

Test Driver Configuration をク リ ッ クすると、 “Connection successful” という
メ ッセージが表示されます。 表示されない場合は、 上記設定を確認して下さい。

注 : データベースド ライバがサーバの CLASSPATH に含まれていな
い場合、WebLogic Server Consoleは “JDBC driver is not on the 
CLASSPATH” という メ ッセージを表示します。
JdbcOraWrapperDriverが正し く Driver Classname に設定され
ている場合、 JdbcOraWrapper.jarがサーバの CLASSPATH に
設定されているか確認して下さい。 (上記ステップ 2 を参照のこ
と )

e. Create and Deploy をク リ ッ クします。

< Microsoft SQL Server データベースでは以下を実行します。 >

a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Services > JDBC を選択し、 Connection Pools リ
ンクをク リ ッ クします。

b. “Configure a new JDBC Connection Pools...” リンクをク リ ッ クします。

c. Choose Database フォームに以下を入力し Continue をク リ ッ クします。 
Database Type:      Other
Database Driver:    Other

d. Define Connection プロパテ ィに以下を入力し Continue をク リ ッ クします。
Name: NXJCCDSPool
Driver Classname: net.sourceforge.jtds.jdbc.Driver
URL: jdbc:jtds:sqlserver://<database host>:<database port>/<database name>
Database User Name: <username>
Password: <password>
Confirm Password: <password>

<database host> は、 データベースサーバのホス ト名です。
<database port> は、 データベース接続用ポート番号です。
<database name> は、 データベース名です。
<username> は、 データベースにログインするためのユーザ名です。
<password> は、 そのユーザのパスワードです。

e. Test data connection フォームにおいて、 Test Driver Configuration ボタンを
ク リ ッ クすると、 “Connection successful” という メ ッセージが表示されます。
表示されない場合は、 上記設定を確認して下さい。

f. Create and Deploy をク リ ッ クします。

2. NXJ データ リポジ ト リテーブルを含むデータベースに対するデータソースを作成し
ます。

a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Services Configurations > JDBC を開き、 Data 
Sources をク リ ッ クします。

b. “Configure a new JDBC Data Source” リンクをク リ ッ クします。
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c. “Configure the data source” フォームに以下の値を入力し、 Continue をク リ ッ
クします。

Name: NXJDS
JNDI Name:  NXJDS
Honor Global Transactions: (check)
Emulate Two-Phase Commit for non-XA Driver: (check)

d. “Connect to connection pool” フォームに以下の値を入力し Continue をク リ ッ
クします。

Pool Name: NXJDSPool

e. “Target the data source” フォームで、 NXJ アプリケーシ ョ ンを配備するサーバ
を選択し、 Create をク リ ッ クします。

2.8.4 WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバの再起動

2.9 Oracle アプリケーシ ョ ンサーバ （OC4J or 10g）
NXJ アプリケーシ ョ ンをホス トする Oracle アプリケーシ ョ ンサーバ （OAS） を構成す
るには、 oracle NXJ リポジ ト リを示す oracleデータソースを構成する必要があります。

注 : 現時点では、 OAS を使用する場合、 Oracle データベースのみがサ
ポート されています。

2.9.1 リポジ ト リテーブルの作成

NXJ リポジ ト リデータをリポジ ト リテーブルをデータベースに作成します。

9 ページの 「Oracle データベース」 のステップ 1 を参照して く ださい。
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3 データソース定義

データソース定義は、 DataSource オブジェク ト を示し、 それはデータベース等の特定
のデータソースへの物理接続を表しています。 アプリケーシ ョ ンサーバがデータソース

定義を持っていない場合は、 NXJ アプリケーシ ョ ンを配備することはできません。

開発環境のアプリケーシ ョ ンサーバは、 アプリケーシ ョ ンデザイナで自動的に作成され

るデータソース定義を使用します。 実行環境が、 開発環境において使用される同じアプ

リケーシ ョ ンサーバインスタンスを使用する場合は、 新しいデータソース定義を作成す

る必要はありません。 実行環境が異なるアプリケーシ ョ ンサーバを使用する場合は、 そ

のサーバ上に新しいデータソース定義を作成しなければなりません。

このセクシ ョ ンは、 以下のアプリケーシ ョ ンサーバ上でデータソース定義を作成するた

めのガイ ド ラインを提供します。

• BEA WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバ

• IBM WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバ

• JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ

• Oracle 10g アプリケーシ ョ ンサーバ

3.1 BEA WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバ
Unify NXJ の使用に対する動作保証された BEA WebLogicのバージ ョ ンについては、
『Unify NXJがサポートする構成』 を参照して く ださい。

1. 該当する JDBC ド ライバファイル （.zip または .jar） を含めるように、 BEA 
WebLogic CLASSPATH を更新します。
© Copyright 2008 Unify Corporation 15



データソース定義
CLASSPATHは、 BEA WebLogic デフォルトサーバを起動するスク リプ トに定義さ
れています。 このスクリプ トは BEA WebLogic で提供されます。 Windows では 
“setDomainEnv.cmd”、 UNIX では “setDomainEnv.sh” がこのスクリプ トに該当し、
BEA WebLogic インス トールディ レク ト リに格納されています。 （デフォルト  
"weblogic81）

注 : Oracle JDBC ド ライバを使用する場合は、 CLASSPATH定義文
の先頭に .jar ファイルを追加して、 WebLogicが提供する
Oracle .jar ファイルを使用しないようにします。 

2. アプリケーシ ョ ンに必要なデータソースの JDBC Connection Pool を新し く構成し
ます。

a. BEA WebLogic デフォルトサーバを起動します。

これは NXJ アプリケーシ ョ ンが配備されたサーバです。

サーバを起動させる方法はい くつかあります。 ”startWebLogic”や
”startManagedWebLogic”のスクリプ ト を実行します。 あるいはWindowsの場
合、 スタート > プログラム > WebLogic > Start Default Server を選択します。

b. BEA WebLogic Server Console にて、Services > JDBC > Connection Pools 
を選択します。

c. Configure a new JDBC Connection Pool をク リ ッ クします。
d. Generalパネルで、 データベースタイプに関するフ ィールドエン ト リの値を入
力します。

データベース
タイプ フ ィールド名 フ ィールドエン ト リ

IBM DB2 Name <pool name>

URL jdbc:db2:<database name>

Driver Classname COM.ibm.db2.jdbc.app.DB2Driver

Properties <user-name>

ACLName ブランクのまま

Password <password> 

Open String 
Password

ブランクのまま

IBM Informix Name <pool name>

URL jdbc:informix-sqli://<host>:<port>/<database 
name>: INFORMIXSERVER=<database server 
name>
説明 :
<host>= ホス ト名 ; 
<port>= データベースポート番号 ;
<database server name>=データベースサーバ名

Driver Classname com.informix.jdbc.IfxDriver

Properties user=<user>

ACLName ブランクのまま

Password <password>
16 © Copyright 2008 Unify Corporation



データソース定義
Open String 
Password

ブランクのまま

MS SQL 
Server 2000

Name <pool name>

URL jdbc:jtds:sqlserver://<host>:<port>
説明 : 
<host>= ホス ト名 ; 
<port>= データベースポート番号

Driver Classname net.sourceforge.jtds.jdbc.Driver

Properties user=<user>

ACLName ブランクのまま

Password <password>

Open String 
Password

ブランクのまま

MySQL Name <pool name>

URL jdbc:mysql://<host>:<port>/<dbname>
説明 :
<host>= ホス ト名 ; 
<port>= データベースポート番号 ; 
<dbname>=データベース名

Driver Classname com.mysql.jdbc.Driver

Properties user = <user >

ACL Name ブランクのまま

Password <password>

Oracle Name <pool name>

URL jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<sid>
説明 : 
<host>= ホス ト名 ; 
<port>= データベースポート番号 ;
<sid> = データベース SID

Driver Classname oracle.jdbc.driver.OracleDriver

Properties user=<user>

ACLName ブランクのまま

Password <password> 

Open String 
Password

ブランクのまま

Sybase Name <pool name>

URL jdbc:sybase:Tds:<host>:<port> 
説明 : 
<host>= ホス ト名 ; 
<port>= データベースポート番号

Driver Classname com.sybase.jdbc2.jdbc.SybDriver

データベース
タイプ フ ィールド名 フ ィールドエン ト リ
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e. 作成 をク リ ッ クします。

接続プールが作成されます。

f. DataServerの場合、 以下の方法でプロパテ ィ を設定します。
i. 接続タブを開きます。

ii. Prepared Statement Cache Size プロパテ ィ を 0 に設定します。
iii. 適用 をク リ ッ クします。

g. ターゲッ ト タブで、 適切なサーバ名を選択された列に移動します。

Properties user=<user>

ACLName ブランクのまま

Password <password>

Open String 
Password

ブランクのまま

Unify 
DataServer

Name <pool name>

URL jdbc:simba:<host>:<port>/<DSN> 
説明 : 
<host>= ホス ト名 ; 
<port>= データベースポート番号 ; 
<DSN>=データソース名

Driver Classname simba.jdbc.SimbaDriver

Properties user=<user>

ACL Name ブランクのまま

Password <password>

Open String 
Password

ブランクのまま

Unify
SQLBase

Name <pool name>

URL jdbc:sqlbase:<host>:<port>/<DSN> 
説明 :
<host>= ホス ト名 ; 
<port>= データベースポート番号 ; 
<DSN>=データソース名

Driver Classname jdbc.gupta.sqlbase.SqlbaseDriver

Properties user=<user>

ACL Name ブランクのまま

Password <password>

Open String 
Password

ブランクのまま

データベース
タイプ フ ィールド名 フ ィールドエン ト リ
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デフォルトのサーバ名は “default” です。

h. 適用 をク リ ッ クします。

3. 接続プールの JDBCデータソース定義を作成します。
a. Services > JDBC > Tx Data Sources を選択します。

b. “新しい JDBC Tx Data Sourceのコンフ ィグレーシ ョ ン ” をク リ ッ クします。

c. コンフ ィグレーシ ョ ンタブで、 以下のように入力します。

Name: <data source name>
JNDI Name: <data source name>
Pool Name: <pool name>

その他の設定はデフォルトのままにしておきます。

d. 作成 をク リ ッ クします。

e. ターゲッ ト タブで、 適切なサーバを選択フ ィールドに移します

f. 適用 をク リ ッ クします。

以上でデータソース定義が作成されました。 サーバを再起動します。 

3.2 IBM WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバ
この章では、 IBM WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバに関しての手順を示します。
Unify NXJの使用に対する動作保証された IBM Websphereのバージ ョ ンについては、
『Unify NXJがサポートする構成』 を参照して く ださい。

1. WebSphere Application Server Administrative Console を開きます。

データソースは NXJ アプリケーシ ョ ンを配備するホス ト上に作成する必要がありま
す。

また、 データソースにアクセス可能なユーザエイリアスのリス ト を指定する必要が
あります。

2. データベースに J2C認証データエン ト リを作成します。
a. Security > JAAS Configuration > J2C Authentication Data を選択します。

b. New をク リ ッ クします。

c. 新規エン ト リの General プロパテ ィで以下の情報を入力し、 OK をク リ ッ クし
ます。

Alias: NXJDS_Credenitials
User ID: <username>
Password: <password>

<username>/<password> には、 NXJ データソースリポジ ト リテーブルを持つデー
タベースへログインする際に使用するユーザ名 /パスワードを指定します。

これにより、 <node>/NXJDS_Credenitials というエン ト リが作成されます。
<node>はWebSphereサーバのノードです （通常、 ホス ト名です）。
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3. データソースを作成します。

データソース NXJDSは NXJ データ リポジ ト リテーブルにアクセスします。

Oracle データベースの設定

a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Resources > JDBC Providers を選択します。

b. New をク リ ッ クします。

c. JDBC Providers ドロップダウンリス トから User-defined JDBC Driver を選
択し、 OK をク リ ッ クします。

d. 新しい JDBC Providerの General プロパテ ィ  テーブルへ以下の情報を入力し、
OK をク リ ッ クします。
Name: JdbcOraWrapper
Description: JDBC provider for the NXJ Data Repository running on Oracle.
Classpath: ${UNIFY_HOME}/lib/jdbcDrivers/ojdbc14.jar

${UNIFY_HOME}/lib/jdbcDrivers/JdbcOraWrapper.jar 
Implementation Classname: JdbcOraWrapperConnectionPoolDataSource 

${UNIFY_HOME}は NXJがインス トールされたディ レク ト リを表します。 また
は、 WebSphere変数 （UNIFY_HOME） を NXJのインス トールディ レク ト リ
を指すよう作成すると、 上記のように指定することも可能です。 WebSphere 
Administrative Console では、 クラスパスの各項目は改行によって区切ることが
できます。

e. JdbcOraWrapper をク リ ッ クします。
f. Data Sources をク リ ッ クします。
g. New をク リ ッ クします。

h. データソースの General プロパテ ィテーブルに以下の情報を入力し、 OK をク
リ ッ クします。

Name: NXJDS
JNDI Name: NXJDS
Database Helper Classname: 
com.ibm.Websphere.rsadapter.OracleDataStoreHelper
Component-managed Authentication Alias: <node>/NXJDS_Credenitials
Container-managed Authentication Alias: <node>/NXJDS_Credenitials

i. NXJDS をク リ ッ クします。

j. Custom Properties をク リ ッ クします。

k. New をク リ ッ クします。

l. General プロパテ ィ  テーブルに以下の情報を入力し、 OK をク リ ッ クします。
Name: URL
Value: jdbc:oracle:thin:@<hostname>:<port>:<sid>
<hostname> はデータベースのホス ト名です。 <port> はデータベースのポート
番号です （Oracle では通常 1521）。 <sid>はデータベースの SID です。

Microsoft SQL Server データベースの設定

a. ナビゲーシ ョ ンツリーで、 Resources > JDBC Providers を選択します。

b. New をク リ ッ クします。
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c. JDBC Providers ドロップダウンリス トから Microsoft JDBC driver for 
MSSQLServer 2000 を選択し、 OK をク リ ッ クします。

d. JDBC Providerの General プロパテ ィテーブルへ以下の情報を入力し、 OK を
ク リ ッ クします。

Classpath プロパテ ィは MSSQLSERVER_JDBC_DRIVER_PATH （WebSphere
変数） を参照しています。 このプロバイダでデータソースを使用するには、
Environment -> Manage WebSphere Variables を選択し、 Microsoft ド ライバを
含むディ レク ト リを指定します。 または、 Classpath プロパテ ィに jar ファイル
への絶対パスを用いて指定します。

e. Microsoft JDBC driver for MSSQLServer 2000 をク リ ッ クします。

f. Data Sources をク リ ッ クします。

g. New をク リ ッ クします。

h. データソースの General プロパテ ィテーブルに以下の情報を入力し、 OK をク
リ ッ クします。

Name: NXJCCDS
JNDI Name: NXJCCDS 
Component-managed Authentication Alias: <node>/NXJCCDS server
（Value フ ィールドに入力します）

データベースが 1433以外のポート を使用している場合、 portNumber リンクを
ク リ ッ クし、 ポート番号を Value フ ィールドに指定し、 OK をク リ ッ クします。

4. Resouces グループで JDBC Prividers をク リ ッ クします。

JDBC Providers ページが表示されます。

5. New をク リ ッ クします。

Configuration情報が表示されます。

6. General プロパテ ィのドロップダウンリス トから作成する JDBC Providerのタイプ
を選択して、 ApplyClick ボタンを押下します。

以下の表は、 Unify NXJ によってサポート される様々なデータベースのタイプを示
しています。 残りの General プロパテ ィは、 JDBC プロバイダのタイプに基づいて
表示されます。 以下の表は、 Unify NXJ での使用において動作保証された各データ
ベースに対する推奨されるプロパテ ィの値を記述しています。

プロバイダ
フ ィールド
ラベル フ ィールドエン ト リ

DB2 Universal 
JDBC provider

Scope データソースが適用されるノードの名前を指定します。 

(Type 4) Name DB2 Universal JDBC Driver Provider

Description DB2 Universal JDBC Driver-compliant Provider

Classpath ${DB2UNIVERSAL_JDBC_DRIVER_PATH}/db2jcc.jar
${UNIVERSAL_JDBC_DRIVER_PATH}/
db2jcc_license_cu.jar
${DB2UNIVERSAL_JDBC_DRIVER_PATH}/
db2jcc_license_cisuz.jar
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7. Apply をク リ ッ クします。

8. JDBC Providers ページで、 Additional プロパテ ィの下の Data Sources をク リ ッ
クします。

Native 
Library Path

( ブランク )

Implementati
on 
Classname

com.ibm.db2.jcc.DB2ConnectionPoolDataSource

DB2 Legacy JDBC 
provider

Scope データソースが適用されるノードの名前を指定します。

(Type 2) Name DB2 Legacy CLI-based Type 2 JDBC Driver

Description DB2 JDBC2-compliant Provider

Classpath ${DB2_JDBC_DRIVER_PATH}/db2java.zip

Native 
Library Path

( ブランク )

Implementati
on 
Classname

COM.ibm.db2.jdbc.DB2ConnectionPoolDataSource

Informix このリ リースではサポート されていません。

MS SQL Server 
2000

このリ リースではサポート されていません。

MySQL このリ リースではサポート されていません。

Sybase JDBC Driver Scope データソースが適用されるノードを指定します。 

Name Sybase JDBC Driver

Description Sybase JDBC Driver

Classpath ${SYBASE_JDBC_DRIVER_PATH}/jconn2.jar

Native 
Library Path

（ブランク）

Implementati
on 
Classname

com.sybase.jdbc2.jdbc.SybConnectionPoolDataSource

Oracle JDBC Driver Scope データソースが適用されるノードを指定します。 

Name Oracle JDBC Driver

Description Oracle JDBC Driver

Classpath ${ORACLE_JDBC_DRIVER_PATH}/ojdbc14.jar

Native 
Library Path

（ブランク）

Implementati
on 
Classname

oracle.jdbc.pool.OracleConnectionPoolDataSource

Unify DataServer このリ リースではサポート されていません。

プロバイダ
フ ィールド
ラベル フ ィールドエン ト リ
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Data Sources ページがデータベースド ライバに表示されます。

9. Data Sources ページで New をク リ ッ クします。

リ ソースのユニークな名前を入力して、 それがまだクリアにされない場合は、
Container managed persistence チェ ッ クボッ クスをク リアにします。

Component-managed Authentication Alias では、 実行時のデータベース認証のため
のエイリアスを入力します。

その他のフ ィールド値が、 生成されます。 

10. Apply をク リ ッ クします。

新し く追加されたデータソースの構成が表示されます。

11. Additinal プロパテ ィグループで、 Custom プロパテ ィ をク リ ッ クします。

12. 以下の表で要約されるように、 データベースのプロパテ ィ を設定します。

13. Apply をク リ ッ クします。

14. データソース構成を保存します。

15. アプリケーシ ョ ンサーバを再起動します。

プロバイダ
タイプ フ ィールド ラベル フ ィールドエン ト リ

DB2 JDBC 
provider
(Type 4)

databaseName
serverName
portNumber

データベース名

サーバ名

ポート番号

DB2 JDBC 
provider
(Type 2)

databaseName データベース名

Informix JDBC 
Driver

このリ リースではサポート されていません。 

Sybase JDBC 
Driver

databaseName データベース名 

serverName データベースサーバ名

portNumber データベースサーバのポート

Oracle JDBC Thin 
Driver

URL データソースがコネクシ ョ ンを得るデータベー

ス。

MSSQL Server 
2000

このリ リースではサポート されていません。 

Unify DataServer このリ リースではサポート されていません。 
23© Copyright 2008 Unify Corporation



データソース定義
3.3 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ
JBoss アプリケーシ ョ ンサーバのデータソース定義を作成するには、 開発環境で使用さ
れるデータソース定義をコピーするか、 または新しいデータソース定義を作成します。

このセクシ ョ ンでは、 この 2 つの作業について記述しています。

• 既存の JBoss データソース定義をコピーする方法

• 新しい JBoss データソース定義を作成する方法

Unify NXJの使用に対する動作保証された JBossのバージ ョ ンについては、 『Unify NXJ
がサポートする構成』 を参照して く ださい。 

3.3.1 既存の JBossデータソース定義をコピーする 
NXJ開発環境から実行環境に JBoss データソース定義をコピーするステップは、 以下
のとおりです。

1. データソース定義を含む XML フ ァイルの場所を指定します。

JBossは、 そのデータソース定義を XML ファイルに格納します。 ファイル名と
ディ レク ト リは以下のとおりです。

<UNIFY_WORK>\jboss\server\default\deploy\UnifyNXJ-<connection name>-
ds.XML.

例えば、 NXJ チュート リアルアプリケーシ ョ ンの場合、 以下のファイルがありま
す。

<C:\Unify\NXJWork\jboss\server\default\deploy\UnifyNXJ-tutorial-ds.xml

2. プロダクシ ョ ン実行環境に XML ファイルをコピーします。

ファイルは、 ステップ 1のように同等のパスですが、 現在のプロダクシ ョ ン実行環
境に配置する必要があります。 従って、 プロダクシ ョ ン実行環境のホス トで以下の
ディ レク ト リにフ ァイルを配置します。

<JBOSS_HOME>\server\default\deploy\<yourXMLfile>

3. 必要に応じて、 フ ァイルを編集します。

必要であれば、 ユーザ名とパスワードを入力することができます。 また異なる
JDBC ド ライバを使用する場合は、 ここに登録します。 接続名を変更しないで下さ
い。 例 : 

 <?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<datasources>

<local-tx-datasource>
<jndi-name>tutorial</jndi-name>
<connection-url>jdbc:csv:C:/Unify/NXJWork/projects/

tutorials/databases/inet/db</connection-url>
<driver-class>com.inet.csv.CsvDriver</driver-class> 
<user-name /> 
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<password /> 
</local-tx-datasource>

</datasources>

4. JBoss インス トールディ レク ト リに JDBC ド ライバをコピーします。

NXJ インス トールは、 サポート される JDBC ド ライバのサブセッ トのみを含みま
す。 DBMS ド ライバが含まれるかどうかを確認するために、 『Unify NXJ開発者ガイ
ド』 の第 3章の 3.2 を確認して く ださい。 DBMS ド ライバが含まれていない場合、
それを取得します。

JDBC ド ライバの .zip あるいは .jar ファイルを以下にコピーします。

<JBossInstallDir>/server/<serverName>/lib

説明 ： <JBossInstallDir>は、 JBossがインス トールされている場所で、
<serverName>は、 JBossサーバの名称です。

JDBC ド ライバをコピーする場所は、 『Unify NXJ開発者ガイ ド』 の第 3章の 「プロ
ジェク トの作成」 に記述されています。 

5. DB2 データベースを使用する場合は、 JBoss起動スクリプ ト を変更する必要があり
ます。 Windowsの場合は run.bat、 UNIXの場合は run.sh を変更して DB2 クラスパ
スを追加します。 

Windowsの run.bat では

set JBOSS_CLASSPATH=%JBOSS_CLASSPATH%;%JAVAC_JAR%;%RUNJAR%

の後に以下の行を追加します。

set JBOSS_CLASSPATH=%JBOSS_CLASSPATH%;<SQLLIB>/java/
db2java.zip

UNIXの run.sh では

JAVA_OPTS="$JAVA_OPTS -Dprogram.name=$PROGNAME"

の前に以下の行を追加します。

JBOSS_CLASSPATH=$JBOSS_CLASSPATH:<SQLLIB>/java/db2java.zip

説明 ： <SQLLIB>は、 DB2がインス トールされている場所です。

この作業の実行後、 サーバで JDBC ド ライバクラスが利用できるようにするために
JBossサーバを再起動します。

3.3.2 新しいデータソース定義 XML ファイルを
作成する

1. テキス トエディ タで -ds.xml ファイルを作成します。

以下のテンプレート をエディ タにコピーすることができます。 -ds.xml ファイルの
構文は以下のとおりです。
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<datasources>
<local-tx-datasource>

<jndi-name>yourDataSourceName</jndi-name>
<connection-url>yourJdbcURL</connection-url>
<driver-class>yourJdbcDriverClass</driver-class>
<user-name>yourUserName</user-name>
<password>yourPassword</password>

</local-tx-datasource>
</datasources>

説明 :

yourDataSourceNameは、 データソースの名称です。

yourJdbcURL は、 JDBC URL です （以下の表を参照）。

yourJdbcDriverClassは、 ド ライバのクラス名です （以下の表を参照）。

yourUserNameは、 接続の確立に使用するユーザです。

yourPasswordは、 接続の確立に使用するパスワードです。

データ
ベース名 ド ライバ URL

IBM DB2 COM.ibm.db2.jdbc.app.
DB2Driver

jdbc:db2:<database name>
説明 : <database name> = データベース ID

IBM 
Informix

com.informix.jdbc.IfxDrive
r

jdbc:informix-sqli:
//<host>:<port>/<database name>: 
INFORMIXSERVER=<database server name>
説明 : <host>= ホス ト名 ;
<port>= データベースポート番号
<database name>= データベース名
<database server name>= データサーバ名 

MS SQL 
Server 
2000

net.sourceforge.jtds.jdbc.
Driver

jdbc:jtds:sqlserver://<host>:<port>
説明 : <host> = ホス ト名
<port> = データベースポート番号 

MySQL com.mysql.jdbc.Driver
以下のサイ トから ド ライ

バをダウンロード して
<UNIFY_HOME>\lib\
jdbcDrivers\ にインス トー
ルする必要があります。 
http://www.mysql.com/
downloads/api-idebc-
stable.html

jdbc:mysql://<host>:<port>/<dbname>
説明 : <host>= ホスト名 ;
<port>= データベースポート番号 ;
<dbname>= データベース名

Oracle oracle.jdbc.driver.
OracleDriver

jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<SID>
説明 : <host> = ホス ト名
<port> = データベースポート番号
<SID> = データベース SID
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2. サーバの deploy ディ レク ト リにそれをコピーすることで、 このファイルを配備し
ます。

<JBossInstallDir>/server/<serverName>/deploy

説明 :

<JBossInstallDir>は、 JBossがインス トールされている場所です。

<serverName>は、 JBossサーバの名称です。

3. JBossサーバを再起動します。

これで、 データソースの定義が完了します。

3.4 Oracle Application Server 10g
Unify NXJの使用に対する動作保証された OracleASのバージ ョ ンについては、 『Unify 
NXJがサポートする構成』 を参照して く ださい。

データソースの定義方法は、 使用している Oracle Application サーバのタイプ （OC4J
または Enterprise Edition） によって異なります。 

3.4.1 OC4J
1. コマンドウィ ン ドウを開きます。

2. <Oracle installation directory>/j2ee/<server name> ディ レク ト リに移動します。

説明 :

<Oracle installation directory>は、 Oracle9iAS Containers for J2EE （OC4J） がイ
ンス トールされているディ レク ト リの名称です。

SQL Base jdbc.gupta.sqlbase.Sqlbas
eDriver

jdbc:sqlbase://<host>:<port>/<dbname>
説明 : <host>= ホス ト名 ;
<port>= データベースポート番号
<dbname>= データベースの名前

Sybase com.sybase.jdbc2.
jdbc.SybDriver

jdbc:sybase:Tds:<host>:<port>
説明 : <host> = ホス ト名 
<port> = データベースポート番号 

Unify 
DataServer

simba.jdbc.SimbaDriver jdbc:simba:<host>:<port>/<DSN>
説明 : <host> = ホス ト名
<port> = データベースポート番号 
<DSN> = データソース名

データ
ベース名 ド ライバ URL
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<server name>はアプリケーシ ョ ンサーバの名称で、 デフォルトの名称は Unify 
NXJ アプリケーシ ョ ンサーバのデフォルトのインスタンスである “home” です。

3. アプリケーシ ョ ンサーバを起動するために、 java -jar oc4j.jar コマンドを入
力します。

4. 新しいコマンドウィ ン ドウを開き、 ステップ 2 にアクセスして <Oracle installation 
directory>/j2ee/<server name>ディレク ト リに移動します。

5. config/rmi.xml ファイルを開き、 rmi-server ポート を確認します。 

この <port number>はステップ 6 で使用します。

6. 以下の java コマンドを入力し、 デフォルトサーバにデータソースをインス トールし
ます。 コマンドの大文字と小文字は区別されます。

% java -jar admin.jar ormi://<localhost>:<port number> admin
<administrative password>
-application default
-installDataSource
-className com.evermind.sql.OrionCMTDataSource
-url jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<sid>
-connectionDriver oracle.jdbc.OracleDriver
-location <data source name>
-username <database username> -password <database password>

説明 :

<localhost>は、 ORMI ホス トです。

<port number>は、 ORMI ポートです。

<administrative password>は、 ORMI管理パスワードです。

<host>は、 データベースのホス ト名です。

<port> は、 データベースに接続するためのポート番号です。

<sid>は、 データベースシステム ID です。

<data source name>は、 作成するデータベース定義の名称です。

classNameは、 データソースを実装するクラスの名称です。

urlは、 データベース接続の URL です。

connectionDriverは、 このデータソースの JDBC ド ライバのクラス名です。

locationは、 データソースオブジェ ク トの JNDI論理名です。

usernameは、 接続先スキーマの名称です （オプシ ョ ン）。

passwordは、 接続先スキーマのパスワードです （オプシ ョ ン）。

以上でデータソースが作成されました。 
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3.4.2 Enterprise Edition

Appllication Server Control ページの J2EE Applications リンクをク リ ッ クします。

1. default をク リ ッ クします。

2. Resources リス ト以下にある、 Data Sources をク リ ッ クします。

3. このアプリケーシ ョ ンサーバインスタンス用のデータソース定義が既に存在する場
合には、 Create Like をク リ ッ クして下さい。 データソース定義が無い場合は、
Create をク リ ッ クします。

定義するデータソースに応じてページの各項目を指定して下さい。 詳細について
は、 Oracle 10gのドキュ メン ト を参照して く ださい。 

4. ページの一番下で、 Create をク リ ッ クします。

データソースが作成されます。 
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4 NXJ - アプリケーシ ョ ンサーバの
構成

このドキュ メン トは、 以下のアプリケーシ ョ ンサーバの NXJ フォームアプリケーシ ョ
ンを配備するための構成ガイ ド ラインを提供します。

• JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ

• IBM WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバ

• WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバ

• Oracle 10g アプリケーシ ョ ンサーバ

4.1 JBoss - NXJの構成
この説明は、 スタンドアローン JBoss アプリケーシ ョ ンマシン用です。 動作保証され
た JBoss アプリケーシ ョ ンサーバについては、 『UNIFY NXJがサポートする構成』 を参
照して く ださい。

注 : NXJ Developer または NXJ Enterprise Developer にバンドルされて
いる JBossの場合、 予め設定されています。

注 : jboss4.2.2GA を使用するために以下を設定します。
Windows インス トール － run.bat -b 0.0.0.0
Unix インス トール － run.sh -b 0.0.0.0

NXJ Developer と NXJ Enterprise Developerの 2種類の構成がありますので、 使用する
製品の構成を行って く ださい。

（NXJ Developer につきましては、 2010年 1月現在、 日本国内では販売しておりませ
ん。 NXJ Enterprise Developer に関する記載を参照して く ださい。）
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4.1.1 NXJ Developerの構成
NXJのこのバージ ョ ンは、 NXJ Enterprise Server をインス トールする必要はありませ
ん。 以下の構成は、 jboss アプリケーシ ョ ンサーバに NXJ フォームアプリケーシ ョ ンの
ear ファイルを配備する前に行う必要があります。

4.1.1.1 NXJ リポジ ト リデータソースの設定

第 2章の 「NXJ リポジ ト リの構成」 を参照して く ださい。

4.1.1.2 NXJ アプリケーシ ョ ンデータソースの設定

第 3章のセクシ ョ ン 3.3 「JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ」 を参照して く ださい。

4.1.1.3 Unify NXJ Stateful SessionBeanのコンテナを追加
1. NXJ Developer をインス トールした箇所に行き、 ../Unify/NXJ/jboss/server/default/

conf/standardjboss.xml を開きます。

2. このファイルの下部にスタンドアローン JBossアプリケーシ ョ ンサーバ上の同等な 
standardjboss.xml に格納される “Unify NXJ Stateful SessionBean” コンテナをコ
ピーします。

4.1.2 NXJ Enterprise Developerの構成
NXJのこのバージ ョ ンは、 使用するアプリケーシ ョ ンサーバと同じマシンに NXJ 
Enterprise Server をインス トールする必要があります。 NXJ Enterprise Developer で作
成される NXJ アプリケーシ ョ ンが機能するためには、 NXJ Enterprise Serverが必要で
す。 NXJ Enterprise Server をインス トールして、 以下を行います。

4.1.2.1 上記の NXJ Developer と同じステップを行う

4.1.2.2 アプリケーシ ョ ンサーバの startup スクリプ トの編集

Windows上では、 これは run.bat です。 UNIX ベースのシステムでは、 run.sh と
run.conf です。 このファイルは、 <UNIFY_HOME>/bin ディ レク ト リにあります。

以下の行を追加します。

run.bat 
set UNIFY_HOME=C:\Unify\NXJ 
set UNIFY_WORK=C:\Unify\NXJWork 

set JAVA_OPTS=-Dunify.home=%UNIFY_HOME% -Dunify.work=%UNIFY_WORK% -
Durl.protocol=file:/:%JAVA_OPTS%

注 : 上記の編集は、 JBossのWindows インス トール用です。 ここでは、
C: \Unify\NXJの下に NXJ Enterprise Server をインス トールしました。
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run.sh 
UNIFY_HOME=/opt/Unify/NXJ 
UNIFY_WORK=/opt/Unify/NXJWork 

run.conf 
JAVA_OPTS=” -Dunify.home=$UNIFY_HOME -Dunify.work=$UNIFY_WORK -
Durl.protocol=file:/ $JAVA_OPTS”

注 : 上記の編集は、 JBossの Linuxのインストール用です。 ここでは、
/opt/Unifyの下に NXJ Enterprise Server をインス トールしました。

4.2 WebSphere - NXJの構成
この説明は、 スタンドアローン WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバマシン用です。 動
作保証された WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバについては、 『UNIFY NXJがサポー
トする構成』 を参照して く ださい。

NXJ Developer と NXJ Enterprise Developerの 2種類の構成がありますので、 使用する
製品の構成を行って く ださい。

（NXJ Developer につきましては、 2010年 1月現在、 日本国内では販売しておりませ
ん。 NXJ Enterprise Developer に関する記載を参照して く ださい。）

4.2.1 NXJ Developerの構成
NXJのこのバージ ョ ンは、 NXJ Enterprise Server をインス トールする必要はありませ
ん。 websphere アプリケーシ ョ ンサーバに NXJ フォームアプリケーシ ョ ン ear フ ァイ
ルを配備する前に必要とする 1 つの構成項目しかありません。

4.2.1.1 NXJ リポジ ト リデータソースの設定

第 2章の 「NXJ リポジ ト リの構成」 を参照して く ださい。

4.2.1.2 NXJ アプリケーシ ョ ンデータソースの設定

第 3章のセクシ ョ ン 3.2 「IBM WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバ」 を参照して く だ
さい。

4.2.2 NXJ Enterprise Developerの構成
NXJのこのバージ ョ ンは、 使用するアプリケーシ ョ ンサーバと同じマシンに NXJ 
Enterprise Server をインス トールする必要があります。 NXJ Enterprise Developer で作
成される NXJ アプリケーシ ョ ンが機能するためには、 NXJ Enterprise Serverが必要で
す。 NXJ Enterprise Server をインス トールして、 以下を行います。
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4.2.2.1 上記の NXJ Developer と同じステップを行う

4.2.2.2 呼び出されたアプリケーシ ョ ンサーバの
startup スクリプ トの 1つを編集

Windows上では、 setupCmdLine.bat を選択します。 UNIX ベースのシステムでは、
setCmdLine.sh です。 このファイルは、 <WAS_HOME>/AppServer/bin ディ レク ト リに
あります。

以下の行を追加します。

setupCmdLine.bat
set UNIFY_HOME=C:\Unify\NXJ 
set UNIFY_WORK=C:\Unify\NXJWork 

set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% -Dunify.home=%UNIFY_HOME% -
Dunify.work=%UNIFY_WORK% -Durl.protocol=file:/

注 : 上記の編集は、 WebSphereのWindows インス トール用です。 ここでは、
C: \Unifyの下に NXJ Enterprise Server をインス トールしました。

setupCmdLine.sh 
UNIFY_HOME=/opt/Unify/NXJ 
UNIFY_WORK=/opt/Unify/NXJWork 

JAVA_OPTS=” -Dunify.home=$UNIFY_HOME -Dunify.work=$UNIFY_WORK -
Durl.protocol=file:/:$JAVA_OPTS”

注 : 上記の編集は、 WebSphereの Linuxのインストール用です。 ここで
は、 /opt/Unifyの下に NXJ Enterprise Server をインス トールしまし
た。

4.3 Weblogic - NXJの構成
この説明は、 スタンドアローン WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバマシン用です。 動作
保証された WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバについては、 『UNIFY NXJがサポートす
る構成』 を参照して く ださい。

NXJ Developer と NXJ Enterprise Developerの 2種類の構成がありますので、 使用する
製品の構成を行って く ださい。

（NXJ Developer につきましては、 2010年 1月現在、 日本国内では販売しておりませ
ん。 NXJ Enterprise Developer に関する記載を参照して く ださい。）
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4.3.1 NXJ Developerの構成
NXJのこのバージ ョ ンは、 NXJ Enterprise Server をインス トールする必要はありませ
ん。 WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバに NXJ フォームアプリケーシ ョ ン ear ファイル
を配備する前に必要とする 1 つの構成項目しかありません。

4.3.1.1 NXJ リポジ ト リデータソースの設定

第 2章の 「NXJ リポジ ト リの構成」 を参照して く ださい。

4.3.1.2 NXJ アプリケーシ ョ ンデータソースの設定

第 3章のセクシ ョ ン 3.1 「BEA WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバ」 を参照して く ださ
い。

4.3.2 NXJ Enterprise Developerの構成
NXJのこのバージ ョ ンは、 使用するアプリケーシ ョ ンサーバと同じマシンに NXJ 
Enterprise Server をインス トールする必要があります。 NXJ Enterprise Developer で作
成される NXJ アプリケーシ ョ ンが機能するためには、 NXJ Enterprise Serverが必要で
す。 NXJ Enterprise Server をインス トールして、 以下を行います。

4.3.2.1 上記の NXJ Developer と同じステップを行う

4.3.2.2 アプリケーシ ョ ンサーバの startup スクリプ ト を編集

Windows上では、 startWLS.cmd を選択します。 UNIX ベースのシステムでは、
startWLS.sh です。 このファイルは、 <WL_HOME>/binディ レク ト リにあります。

以下の行を追加します。

setDomainEnv.cmd
set UNIFY_HOME=C:\Unify\NXJ
set UNIFY_WORK=C:\Unify\NXJWork

set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% -Dunify.home=%UNIFY_HOME% -
Dunify.work=%UNIFY_WORK% -Durl.protocol=file:/

注 : 上記の編集は、 weblogicのWindows インス トール用です。 ここでは、
C: \Unifyの下に NXJ Enterprise Server をインス トールしました。

setDomainEnv.sh
UNIFY_HOME=/opt/Unify/NXJ
UNIFY_WORK=/opt/Unify/NXJWork

JAVA_OPTS=”-Dunify.home=$UNIFY_HOME -Dunify.work=$UNIFY_WORK -
Durl.protocol=file:/:$JAVA_OPTS”
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注 : 上記の編集は、 websphereの Linuxのインストール用です。 ここで
は、 /opt/Unifyの下に NXJ Enterprise Server をインス トールしまし
た。

4.4 Oracle 10g - NXJの構成
この説明は、 スタンドアローン Oracle アプリケーシ ョ ンサーバマシン用です。 動作保
証された Oracle アプリケーシ ョ ンサーバについては、 『UNIFY NXJがサポートする構
成』 を参照して く ださい。

NXJ Developer と NXJ Enterprise Developerの 2種類の構成がありますので、 使用する
製品の構成を行って く ださい。

（NXJ Developer につきましては、 2010年 1月現在、 日本国内では販売しておりませ
ん。 NXJ Enterprise Developer に関する記載を参照して く ださい。）

4.4.1 NXJ Developerの構成
NXJのこのバージ ョ ンは、 NXJ Enterprise Server をインス トールする必要はありませ
ん。 oracle アプリケーシ ョ ンサーバに NXJ フォームアプリケーシ ョ ン ear ファイルを
配備する前に必要とする 1 つの構成項目しかありません。

4.4.1.1 NXJ リポジ ト リデータソースの設定

第 2章の 「NXJ リポジ ト リの構成」 を参照して く ださい。

4.4.1.2 NXJ アプリケーシ ョ ンデータソースの設定

第 3章のセクシ ョ ン 3.4 「Oracle Application Server 10g」 を参照して く ださい。

4.4.2 NXJ Enterprise Developerの構成
NXJのこのバージ ョ ンは、 使用するアプリケーシ ョ ンサーバと同じマシンに NXJ 
Enterprise Server をインス トールする必要があります。 NXJ Enterprise Developer で作
成される NXJ アプリケーシ ョ ンが機能するためには、 NXJ Enterprise Serverが必要で
す。 NXJ Enterprise Server をインス トールして、 以下を行います。

4.4.2.1 上記の NXJ Developer と同じステップを行う

4.4.2.2 アプリケーシ ョ ンサーバの startup スクリプ ト を編集

このファイルは opmnctl と呼ばれ、 <ORACLE_HOME>/opmn/bin ディ レク ト リにあり
ます。
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以下の行を追加します。

windows:
set UNIFY_HOME=C:\Unify\NXJ
set UNIFY_WORK=C:\Unify\NXJWork

unix:
set UNIFY_HOME=/opt/Unify/NXJ
set UNIFY_WORK=/opt/Unify/NXJWork

4.4.2.3 JAVA オプシ ョ ンの編集

<ORACLE_HOME>/opmn/conf/ ディ レク ト リの下にある opmn.xml フ ァイルに以下の
行を追加します。

windows:
set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% -Dunify.home=%UNIFY_HOME% -
Dunify.work=%UNIFY_WORK% -Durl.protocol=file:/

unix:
JAVA_OPTS=”-Dunify.home=$UNIFY_HOME -Dunify.work=$UNIFY_WORK -
Durl.protocol=file:/:$JAVA_OPTS”
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5 NXJ ActiveSOA - 
アプリケーシ ョ ンサーバの構成

このセクシ ョ ンは、 以下のアプリケーシ ョ ンサーバに NXJ ActiveSOAサーバを配備す
るためのガイ ド ラインを提供します。

• JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ

• IBM WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバ

• WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバ

• Oracle 10g アプリケーシ ョ ンサーバ

5.1 JBoss - NXJ ActiveSOAの構成
この説明は、 スタンドアローン JBoss アプリケーシ ョ ンサーバマシン用です。 動作保
証された JBoss アプリケーシ ョ ンサーバについては、 『UNIFY NXJがサポートする構
成』 を参照して く ださい。

注 : NXJ Developer または NXJ Enterprise Developer にバンドルされて
いる JBossの場合、 予め設定されています。
NXJ Developerにつきましては、 2009年 1月現在、 日本国内では販
売しておりません。 NXJ Enterprise Developer に関する記載をご参
照ください。

注 : バンドルされた JBoss を使用しない場合は、 NXJ ActiveSOA を構成
する前に、 4.1章 「JBoss - NXJの構成」 を必ずお読みください。
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5.1.1 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバを
シャッ トダウン

5.1.2 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバの
systinet warの作成

1. NXJ Developer または NXJ Enterprise server で以下のファイルを編集します。

<UNIFY_HOME>/wasp/conf/database.xml

jboss hypersonic database プロパテ ィ フ ァイルに絶対パスでエレメン ト
<dbName>の値を置き換える必要があります。 （例えば、 <JBOSS_HOME>/server/
default/data/hypersonic/localDB.properties for jboss 4.2.2.GA）

注 : hypersonic を使用しない場合、 ユーザの選択する別のデータベース
を使用することができます。

2. NXJ Developer または NXJ Enterprise server をインス トールした所で、 コマンド
ラインから <UNIFY_HOME>\NXJ\wasp\bin\ディ レク ト リに行きます。

3. 以下のバッチスク リプ ト を実行します。

J2eeIntegrate.bat --installation-type=jboss4 

注 : これは、 <UNIFY_HOME>/NXJ/ wasp/conf/porting/jboss/buildディ レ
ク ト リ下に systinet.war ファイルを作成します。

4. systinet.war と呼ばれるフォルダに systinet war ファイルを展開します。 次に、
jbossサーバ配備ディ レク ト リの <JBOSS_HOME>\server\default\deploy にこれを
配置します。

5.1.3 Production jbossサーバログイン - 
config.xml ファイルの構成

1. ファイル <JBOSS_HOME>/server/default/conf/login-config.xml を開いて、 タグ
<policy>.....</policy>の間に前のステップで実行中の J2eeIntegrate.bat --
installation-type=jboss4から与えられた出力から内容を貼り付けます。

注 : この出力は、 <UNIFY_HOME>/NXJ/wasp/conf/instnotes.txt ファイ
ルにあります。

5.1.4 “bin/run.conf” の編集
1. サーバサイ ドの JBoss インス トールで、 “bin/run.conf” フ ァイルを編集し、 以下の

JAVA_OPT エン ト リを追加します。

JAVA_OPTS="$JAVA_OPTS -Dwasp.location=/opt/jboss-4.2.2.GA/server/
default/deploy/systinet.war"

（配備された systinet.war ディ レク ト リの現時点の位置を置き換えます）
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5.1.5 アプリケーシ ョ ンサーバに “security-ng.jar”
をコピー

注 : NXJ Enterprise Server を使用している場合、 このステップは必要あ
りません。

NXJ Developer をインス トールした場所に移動し、 <JBOSS_HOME>/server/default/lib
ディ レク ト リに <UNIFY_HOME>/wasp/lib/security-ng.jar をコピーします。

5.1.6 アプリケーシ ョ ンサーバに
“nxjwaspjass.jar” をコピー

注 : NXJ Enterprise Server を使用している場合、 このステップは必要あ
りません。

NXJ Developer インス トールした場所に移動し、 <JBOSS_HOME>/server/default/lib
ディ レク ト リに <UNIFY_HOME>/NXJ/lib/nxjwaspjaas.jar をコピーします。

5.1.7 アプリケーシ ョ ンサーバに “jass.config” を
コピー

注 : NXJ Enterprise Server を使用している場合、 このステップは必要あ
りません。

NXJ Developer インス トールした場所に移動し、 <JBOSS_HOME>/server/default/conf
ディ レク ト リに <UNIFY_HOME>/wasp/config/jaas.config をコピーします。

5.1.8 ‘jboss-service.xml’ ファイルの構成
<JBOSS_HOME>/server/default/conf/jboss-service. xml ファイルの ‘CallByValue’ 属
性を true に設定します。

5.1.9 ‘ear-deployer.xml’ ファイルの構成
<JBOSS_HOME>/server/default/ deploy/ear-deployer.xml ファイルの CallByValue’ 属
性と ‘Isolated’ 属性を true に設定します。
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5.1.10 アプリケーシ ョ ンサーバ startup スクリプ ト
の編集

Windows では、 これは run.bat を、 UNIX ベースのシステムでは run.sh と run.conf を構
成する必要があります。

このファイルは、 <JBOSS_HOME>/bin ディ レク ト リの下に格納することができます。

以下の行を追加します。

run.bat
set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% -
Dorg.apache.axis.soap.SOAPFactoryImpl=com.systinet.saaj.soap.SOAPFactoryImpl
set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% -
Djavax.xml.soap.MessageFactory=com.systinet.saaj.soap.DefaultMessageFactory
set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% -
Djavax.xml.soap.SOAPFactory=com.systinet.saaj.soap.SOAPFactoryImpl

set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% - Djava.security.auth.login.config=
%JBOSS_HOME%/server/default/conf/jaas.config
set JBOSS_CLASSPATH=%JBOSS_CLASSPATH%;%JBOSS_HOME%
\server\default\lib\security-ng.jar
set JBOSS_CLASSPATH=%JBOSS_CLASSPATH%;%JBOSS_HOME%
\server\default\lib\nxjwaspjaas.jar

注 : NXJ Enterprise を使用している場合、 以下のように
JBOSS_CLASSPATH リファレンスを変更する必要があります。
“security-ng.jar” :<UNIFY_HOME>\wasp\lib\security-ng.jar.
“nxjwaspjaas.jar” :<UNIFY_HOME>\lib\nxjwaspjaas.jar

run.sh
JBOSS_CLASSPATH=”$JBOSS_CLASSPATH:$JBOSS_HOME/server/default/lib/
security-ng.jar”
JBOSS_CLASSPATH=”$JBOSS_CLASSPATH:$JBOSS_HOME/server/default/lib/
nxjwaspjaas.jar”

注 : NXJ Enterprise を使用している場合、 以下のように
JBOSS_CLASSPATH リファレンスを変更する必要があります。
“security-ng.jar”: <UNIFY_HOME>\wasp\lib\security-ng.jar
“nxjwaspjaas.jar”: <UNIFY_HOME>\lib\nxjwaspjaas.jar

run.conf
以下の java オプシ ョ ンを追加します。

-Dorg.apache.axis.soap.SOAPFactoryImpl=com.systinet.saaj.soap.SOAPFactoryImpl
-Djavax.xml.soap.MessageFactory=com.systinet.saaj.soap.DefaultMessageFactory
-Djavax.xml.soap.SOAPFactory=com.systinet.saaj.soap.SOAPFactoryImpl
-Djava.security.auth.login.config=/opt/jboss-4.2.2.GA/server/default/conf/jaas.config

注 : 設定されている他の java オプシ ョ ンの次にこれらの java オプシ ョ
ンを置きます。
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5.1.11 joss アプリケーシ ョ ンサーバを起動して
NXJ ActiveSOA admin consoleにアクセス

JBoss アプリケーシ ョ ンサーバを起動して、 以下の URL にアクセスします。

http: //<host>: <port>/systinet/server/admin/console

注 : jboss アプリケーシ ョ ンサーバと同じマシン上のブラウザを起動して
いる場合、 この URLは通常以下の通りです。
http://localhost: 8080/ systinet/server/admin/console

注 : 以下のユーザとパスワードで systinet admin serverにログインでき
ます。
ユーザ ： admin
パスワード ： changeit

5.1.12 NXJ アプリケーシ ョ ン earの配備と webサー
ビスの関連付け

5.1.12.1 NXJ アプリケーシ ョ ン earの配備

<NXJProject>\output\<NXJProjectName>.earから NXJ アプリケーシ ョ ン ear を得て、
joss配備ディ レク ト リ <JBOSS_HOME>\server\default\deploy に配置します。

5.1.12.2 NXJ アプリケーシ ョ ンの関連する webサービスの配備

systinet コンソールに移動して、 Deployment -> Deploy new package に移動します。
以下の設定をセッ ト します。

Existing Contexts - （デフォルト）
Context name: packages/<NXJProjectName>
Disable service instances: チェ ッ クを外す
Select package to deploy: webサービス jar ファイルをブラウズして、 以下の注意を参
照します。

注 : NXJ webサービスの位置は以下の通りです。
<NXJProject>\output\webnxj\packagecontents\wasp\<servicename>.
jar
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5.2 Weblogic - NXJ ActiveSOAの構成

5.2.1 weblogic アプリケーシ ョ ンサーバを
シャッ トダウン

5.2.2 weblogic アプリケーシ ョ ンサーバの
systinet warの作成

1. NXJ Developer または NXJ Enterprise server で以下のファイルを編集します。

<UNIFY_HOME>/wasp/conf/database.xml

あなたの選択したデータベースを示すには、 このファイルを構成する必要がありま
す。

注 : デフォルトは、 jboss hypersonicデータベースです。

2. NXJ Developer または NXJ Enterprise server に行き、 以下のファイルを編集しま
す。

<UNIFY_HOME>/wasp/conf/jaas.config

“NamePasswordAN”設定を変更します。

NamePasswordAN{
com.idoox.security.jaas.WasNamePasswordLoginModule required debug=true;
com.idoox.security.jaas.NamePasswordLoginModuleNoAuth required debug=true;
};.

3. NXJ Developer または NXJ Enterprise server インス トールした場所に移動し、 コ
マンド ラインから <UNIFY_HOME>\NXJ\wasp\bin\ディ レク ト リに行きます。 

4. 以下のバッチスク リプ ト を実行します。

J2eeIntegrate.bat --installation-type=weblogic

注 : これは、 <UNIFY_HOME>/NXJ/ wasp/config/porting/weblogic/build
ディ レク ト リ下に systinet.war ファイルを作成します。

5. 上記で作成された systinet war を抽出し、 次のことを行います。

次のように呼ばれる二重のコンテキス トパラ メータセクシ ョ ンを削除します。
WEB-INF/web.xmlの wasp.servlet.contextは、 WEB-INF/lib/wasp.jar/javax/xml/
namespace/QName.class を削除します。

注 : wasp.jar を抽出する必要があります。

6. ステップ 5 を行った wasp.jar を zip ファイルにし、 次にすべてのものを zip ファイ
ルにしたものを  systinet.war と名づけます。
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5.2.3 アプリケーシ ョ ンサーバに “security-ng.jar”
をコピー

注 : NXJ Enterprise Server を使用している場合、 このステップは必要あ
りません。

NXJ Developer インス トールした場所に移動し、 <WL_HOME>/server/libディ レク ト リ
に <UNIFY_HOME>/wasp/lib/security-ng.jar をコピーします。

5.2.4 アプリケーシ ョ ンサーバに
“nxjwaspjass.jar” をコピー

注 : NXJ Enterprise Server を使用している場合、 このステップは必要あ
りません。

NXJ Developer インス トールした場所に移動し、 <WL_HOME>/server/default/libディ レ
ク ト リに <UNIFY_HOME>/lib/nxjwaspjaas.jar をコピーします。

5.2.5 アプリケーシ ョ ンサーバに
“j2ee_jndi_connerctor.jar” をコピー

注 : NXJ Enterprise Server を使用している場合、 このステップは必要あ
りません。

NXJ Developer インス トールした場所に移動し、 <WL_HOME>/server/default/libディ レ
ク ト リに <UNIFY_HOME>/wasp/conf/porting/dist/j2ee_jndi_connector.jar をコピーしま
す。

5.2.6 呼び出されたアプリケーシ ョ ンサーバ
startup スクリプ トの編集

Windows では、 setDomainEnv.cmd を選択し、 UNIXベースのシステムでは、
setDomainEnv.sh を選択します。
このファイルは、 <WL_HOME>/binディ レク ト リ以下にあります。

以下の行を追加します。

setDomainEnv.bat
set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -
Dorg.apache.axis.soap.SOAPFactoryImpl=com.systinet.saaj.soap.SOAPFactoryImpl
set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -
Djavax.xml.soap.MessageFactory=com.systinet.saaj.soap.DefaultMessageFactory
set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -
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Djavax.xml.soap.SOAPFactory=com.systinet.saaj.soap.SOAPFactoryImpl
set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -
Djavax.rmi.PortableObject.narrow=com.idoox.wasp.jndi.
PortableRemoteObjectDelegate
set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -Djava.naming.security.principal=admin
set JAVA_OPTIONS=%JAVA_OPTIONS% -Djava.naming.security.credentials=changeit

set PRE_CLASSPATH=%PRE_CLASSPATH%;%WL_HOME%\server\default\
lib\security-ng.jar
set PRE_CLASSPATH=%PRE_CLASSPATH%;%WL_HOME%\server\default\
lib\nxjwaspjaas.jar
set PRE_CLASSPATH=%PRE_CLASSPATH%;%WL_HOME%\server\default\
lib\j2ee_jndi_connector.jar

注 : NXJ Enterprise Server を使用している場合、 以下のように
PRE_CLASSPATH リファレンスを変更する必要があります。

“security-ng.jar” :
<UNIFY_HOME>\wasp\lib\security-ng.jar.
“nxjwaspjaas.jar” :
<UNIFY_HOME>\lib\nxjwaspjaas.jar
“j2ee_jndi_connector.jar” :
<UNIFY_HOME>\wasp\conf\porting\dist\nxjwaspjaas.jar

setDomainEnv.sh
JAVA_OPTIONS=”$JAVA_OPTIONS -
Dorg.apache.axis.soap.SOAPFactoryImpl=com.systinet.saaj.soap.SOAPFactoryImpl”
JAVA_OPTIONS=”$JAVA_OPTIONS -
Djavax.xml.soap.MessageFactory=com.systinet.saaj.soap.DefaultMessageFactory”
set JAVA_OPTIONS=”$JAVA_OPTIONS -
Djavax.xml.soap.SOAPFactory=com.systinet.saaj.soap.SOAPFactoryImpl”
set JAVA_OPTIONS=”$JAVA_OPTIONS -
Djavax.rmi.PortableObject.narrow=com.idoox.wasp.jndi.
PortableRemoteObjectDelegate”
set JAVA_OPTIONS=$JAVA_OPTIONS -Djava.naming.security.principal=admin”
set JAVA_OPTIONS=$JAVA_OPTIONS -Djava.naming.security.credentials=changeit”

PRE_CLASSPATH=”$PRE_CLASSPATH:$WL_HOME/server/default/
lib/security-ng.jar”
PRE_CLASSPATH=”$PRE_CLASSPATH:$WL_HOME/server/default/
lib/nxjwaspjaas.jar”
PRE_CLASSPATH=%PRE_CLASSPATH%:%WL_HOME%/server/default/
lib/j2ee_jndi_connector.jar

注 : NXJ Enterprise Server を使用している場合、 以下のように
PRE_CLASSPATH リファレンスを変更する必要があります。

“security-ng.jar” :
<UNIFY_HOME>/wasp/lib/security-ng.jar.
“nxjwaspjaas.jar” :
<UNIFY_HOME>/lib/nxjwaspjaas.jar
“j2ee_jndi_connector.jar” :
<UNIFY_HOME>/wasp/conf/porting/dist/nxjwaspjaas.jar
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5.2.7 admin userの作成
“Security Realms/Myrealm” の下の “Users and groups” で、 admin group を削除して
パスワード ‘changeit’ で admin user を作成します。

5.2.8 アプリケーシ ョ ンサーバに “systinet.war”
を配備

アプリケーシ ョ ンサーバに systinet.war を配備します。

注 : これは、 NXJ Developer または NXJ Enterprise Server をインス トー
ルした <UNIFY_HOME>/lib/systinet.war ファイルです。

5.2.9 weblogic アプリケーシ ョ ンサーバを開始して
NXJ ActiveSOA管理コンソールにアクセス

weblogic アプリケーシ ョ ンサーバを起動して、 以下の URL にアクセスします。

http://<host>:<port>/systinet/server/admin/console

注 : jboss アプリケーシ ョ ンサーバと同じマシン上のブラウザを起動して
いる場合、 この URLは通常以下の通りです。
http://localhost:7001/systinet/server/admin/console

5.3 Oracle 10g - NXJ ActiveSOAの構成

5.3.1 Oracle 10g アプリケーシ ョ ンサーバの
systinet warの作成

1. NXJ Developer または NXJ Enterprise Server で以下のファイルを編集します。

<UNIFY_HOME>/wasp/conf/database.xml

あなたの選択したデータベースを示すには、 このファイルを構成する必要がありま
す。

注 : デフォルトは、 jboss hypersonicデータベースです。

2. NXJ Developer または NXJ Enterprise Developer インス トールした場所に移動し、
コマンド ラインから <UNIFY_HOME>\NXJ\wasp\bin\ディ レク ト リに行きます。 

3. 以下のバッチスク リプ ト を実行します。
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J2eeIntegrate.bat --modify-environment --installation-type=oracle

注 : これは、 <UNIFY_HOME>/NXJ/ wasp/config/porting/oracle/build
ディ レク ト リ下に systinet.war ファイルを作成します。

5.3.2 2つの NXJ ActiveSOA関連 jar ファイル用に
shared library を Oracle 10g アプリケーシ ョ
ンサーバに作成

1. Oracle Application Server Control url に行きます。

2. systinet.war フ ァイルを配備する場所の OC4J インスタンスを選択します。

3. ‘Administration’ リンクを選択します。

4. ‘Shared Libraries’ の ‘Go to task’ を選択します。

5. ‘Create’ ボタンをク リ ッ クします。

6. Shared Library Name: wasp_libraries
Shared Library version: 1
‘Next’ をク リ ッ ク します。

7. ‘Add’ ボタンをク リ ッ クして、 security-ng.jar をブラウズします。

注 : 場所 :<UNIFY_HOME>/NXJ/wasp/lib

8. ‘Add’ ボタンをク リ ッ クして、 nxjwaspjaas.jar をブラウズします。

注 : 場所 :<UNIFY_HOME>/NXJ/lib

9. これら jarの両方は、 一度加えられて、 ‘Continue’ をク リ ッ クして、 ‘Next’ をク
リ ッ クして、 ‘Finish’ をク リ ッ ク します。

5.3.3 systinet.war ファイルの配備
1. Oracle Application Server Control url に行きます。

注 : J2eeIntegrateユーティ リテ ィ を実行しているマシンのブラウザ
を起動します。

2. 配備したい OC4J インスタンスを選択します。

3. ‘Application’ リンクをク リ ッ クします。

4. Deploy ボタンをク リ ッ クして、 systinet.war をブラウズします。

注 : ディ レク ト リの場所 :<UNIFY_HOME>NXJ/wasp/config/porting/
oralce/build

5. ‘Next’ をク リ ッ ク します。

6. Application = systinet

7. ‘Next’ をク リ ッ ク します。
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8. ‘Configuring Class Loading’ の ‘Go to task’ リンクを選択します。

9. wasp_librariesの import チェ ッ クボッ クスをチェ ッ クします。

10. ‘OK’ をク リ ッ クします。

11. ‘Deploy’ をク リ ッ ク します。

5.3.4 Oracle 10g アプリケーシ ョ ンサーバファイル
の更新

1. OC4J_HOME/webservices/lib ディ レク ト リからファイル orawsdl.jar を削除しま
す。

2. OC4J_HOME/j2ee/ov4j_inst1/config/system-jazndata.xml ファイルへの jazn-
loginconfig サブ要素の下に、 <UNIFY_HOME>/wasp/conf/porting/jazn.dataの内容
を追加します。

5.3.5 NXJ ActiveSOA java オプシ ョ ンの追加
1. Oracle Application Server Control url に行きます。

2. systinet.war フ ァイルを配備する場所の OC4J インスタンスを選択します。

3. ‘Application’ リンクをク リ ッ クします。

4. ‘Server Properties’ の ‘Go to task’ リンクを選択します。

5. Command Line オプシ ョ ンの下の Start-parameters:Java Options で、‘Add Another 
Row’ をク リ ッ クします。

以下を入力します。

-XX:MaxPermSize=128M
-XX:AppendRatio=3
-Djava.security.policy=/opt/oracleas_10.1.3/j2ee/oc4j_inst1/config/java2.policy
-Djava.awt.headless=true
-Dhttp.webdir.enable=false
-Djava.security.auth.login.config=/opt/oracleas_10.1.3/j2ee/oc4j_inst1/applications/
systinet/conf/jaas.config
-Djava.naming.security.principal=admin
-Djava.naming.security.credentials=changeit
-Djavax.xml.soap.MessageFactory=com.systinet.saaj.soap.DefaultMessageFactory
-Djavax.xml.soap.SOAPFactory=com.systinet.saaj.soap.SOAPFactoryImpl

注 : 上記のエン ト リのそれぞれに “Add Another Row” を行います。
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5.3.6 Oracle 10g アプリケーシ ョ ンサーバを
開始して、 NXJ ActiveSOA管理コンソールに
アクセス

oracle 10g アプリケーシ ョ ンサーバを起動して、 http: //<host>: <port>/systinet/server/
admin/console にアクセスします。

注 : oracle 10g アプリケーシ ョ ンサーバと同じマシン上のブラウザを起
動している場合、 この URLは通常以下の通りです。
http://localhost:7777/systinet/server/admin/console
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6.1 NXJBPM.ear ファイルの構成
NXJは、 NXJ ActiveWorkflow ear ファイルを構成するために、 “nxjbpmconfig.exe” と呼
ばれるツールを提供します。 このツールは、 <UNIFY_HOME>/bin ディ レク ト リの下で、
NXJ Enterprise Developer と NXJ Enterprise Server マシンの両方にあります。 特に
NXJ Enterprise Developer と NXJ Enterprise Serverが異なるマシンにインス トールさ
れている場合、 NXJ Enterprise Server マシンのこのツールを使用することを推奨しま
す。 一旦、 開始されたならば、 以下のステップを行います。

6.1.1 NXJ ActiveWorkflow ear ファイルを開く
File | Open を選択して、 <UNIFY_HOME>/libディ レク ト リに移動します。
NXJBPM.ear フ ァイルを開きます。

6.1.2 Portal.propertiesの構成
左側のナビゲーシ ョ ンウィ ン ドウで Portal.properties を選択します。 以下の行を変更し
て保存します。

unify.home:
unify.work:
attachments.ds.name: java:/NXJDS
audit.ds.name: java:/NXJDS
49 © Copyright 2008 Unify Corporation



NXJ ActiveWorkflow - アプリケーシ ョ ン
サーバの構成
注 : JBossの場合、 java: /NXJDS （例　 default） を使用します。 JBoss
以外のアプリケーシ ョ ンサーバの場合、 jdbc/NXJDS を使用します。

注 : 一度、 上記のプロパテ ィが見つけられたら、 関連するコ メン ト を読
んで、 それらがどのように構成されるべきかを確かめて ください。
セッ トアップに適切な、 他の構成があるかもしれないので、 他の全
てのコ メン ト を読んで ください。

6.1.3 hibernate.cfg.xmlの構成
左側のナビゲーシ ョ ンウィ ン ドウで hibernate.cfg.xml を選択します。 以下の行を変更し
て保存します。

<property name=”dialect”>net.sf.hibernate.dialect.SQLBaseDialect</property>

<property name=”hibernate.transaction.manager_lookup_class”>
net.sf.hibernate.transaction.JBossTransactionManagerLookup</property>

<property name=”hibernate.jdbc.use_scrollable_resultset”>false</property>

<mapping resource=”SQLBase/AuthToken.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibACE.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibConditionalChange.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibMediationObject.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibOperand.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibOperandACE.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibPolicy.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibPolicyACE.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibProcess.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibProcessACE.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibBPMEvent.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibStatus.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibStatusACE.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/HibTimerSpec.hbm.xml”/>
<mapping resource=”SQLBase/Persistent.hbm.xml”/>

注 : NXJは、 デフォルトデータベースリポジト リ と して、 SQLBase を
仮定します。 他のデータベースにする場合は、 “SQLBase” という
サブスト リングを適切なデータベース名に変更して く ださい。 以下
のデータベースがサポート されます。

1. “Pointbase”
2. “Oracle”
3. “MSSQLServer”
4. “Informix”
5. “DB2”
6. “Cloudscape”
7. “SQLBase”
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8. “MySQL”

注 : 一度、 上記のプロパテ ィが見つけられたら、 関連するコ メン ト を読
んで、 それらがどのように構成されるべきかを確かめて ください。
セッ トアップに適切な、 他の構成があるかもしれないので、 他の全
てのコ メン ト を読んで ください。

6.1.4 quartz.propertiesの構成
左側のナビゲーシ ョ ンウィ ン ドウで quartz.properties を選択します。 以下の行を変更し
て保存します。

org.quartz.dataSource.NXJDS.jndiURL= java:/NXJDS
org.quartz.dataSource.NXJDSUnmanaged.driver=jdbc.gupta.sqlbase.SqlbaseDriver
org.quartz.dataSource.NXJDSUnmanaged.URL=jdbc:sqlbase://localhost:2155/
REPOSITORY
org.quartz.dataSource.NXJDSUnmanaged.user=SYSADM
org.quartz.dataSource.NXJDSUnmanaged.password=SYSADM

注 : JBossの場合、 java: /NXJDS （例　デフォルト） を使用します。
JBoss以外のアプリケーシ ョ ンサーバの場合、 jdbc/NXJDS を使用
します。

注 : NXJは、 デフォルトデータベースリポジト リ と して、 SQLBase を
仮定します。 他のデータベースにする場合は、 “SQLBase” という
サブスト リングを適切なデータベース名に変更して く ださい。

注 : 一度、 上記のプロパテ ィが見つけられたら、 関連するコ メン ト を読
んで、 それらがどのように構成されるべきかを確かめて ください。
セッ トアップに適切な、 他の構成があるかもしれないので、 他の全
てのコ メン ト を読んで ください。

6.2 JBoss - ActiveWorkflowの構成

6.2.1 アプリケーシ ョ ンサーバの
startup スクリプ トの編集

Windows では、 これは run.bat で、 UNIX ベースのシステムでは、 run.sh です。 この
ファイルは、 <UNIFY_HOME>/NXJ/jboss/bin ディ レク ト リの下にあります。 以下の行
を追加します。
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run.bat
set UNIFY_HOME=C:\Unify\NXJ
set UNIFY_WORK=C:\Unify\NXJWork

注 : 上記の編集は、 JBossのWinodws インス ト レーシ ョ ン用で、
C: \Unify\の下の NXJ Enterprise Serverにインストールされます。

run.sh
UNIFY_HOME=/opt/Unify/NXJ
UNIFY_WORK=/opt/Unify/NXJWork

注 : 上記の編集は、 JBossの Linux インス ト レーシ ョ ン用で、
/opt/Unifyの下の NXJ Enterprise Server にインストールされます。

6.2.2 NXJ リポジ ト リデータソースの設定
第 2章の 「NXJ リポジ ト リの構成」 を参照して く ださい。

6.2.3 ‘jboss-service.xml’ フ ァイルの構成
<JBOSS_HOME>/server/default/deploy/jbossservice.xml ファイルの ‘CallByValue’ 属
性を true に設定します。

6.2.4 ‘ear-deployer.xml’ フ ァイルの構成
<JBOSS_HOME>/server/default/ deploy/ear-deployer.xml ファイルの ‘CallByValue’
属性を true に設定します。

6.2.5 NXJBPM.ear ファイルの配備
jboss deploy ディ レク ト リに NXJBPM.ear ファイルをコピーします。

注 : NXJ Enterprise Server installから NXJBPM.ear ファイルを取得する
必要があります。 <UNIFY_HOME>/libディ レク ト リの下に格納され
ています。

6.3 WebSphere - ActiveWorkflowの構成
これは、 NXJ12 リ リースで動作保証されていません。
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6.4 Weblogic - ActiveWorkflowの構成

6.4.1 JMS Connection factoryの作成
1. General フォームで、 以下を入力して Create をク リ ッ クします。

Name: ConnectionFactory
JNDI Name: ConnectionFactory

2. Trasaction フォームで、 XA Connection Factory Enabled をチェ ッ クします。

3. Target and Deploy フォームで、 配備するサーバをチェ ッ クして Apply をク リ ッ ク
します。

6.4.2 JMS Destination Queueの作成
1. General フォームで、 以下を入力して Create をク リ ッ クします。

Name: BPMQueue
JNDI Name: queue/BPMMEvents

6.4.3 BPM commons-logging.jar を CLASSPATH上
に置く

Windows では setDomainEnv.cmd を、 UNIX ベースのシステムでは、 setDomainEnv.sh
を選択します。 このファイルは、 <WL_HOME>/binディ レク ト リの下に格納することが
できます。 以下の行を追加します。

setDomainEnv.bat
PRE_CLASSPATH=%PRE_CLASSPATH%;%UNIFY_HOME%\BPM\lib\commons-
logging.jar

setDomainEnv.sh
PRE_CLASSPATH=”$PRE_CLASSPATH:$UNIFY_HOME/BPM/lib/commons-logging.jar”

6.4.4 NXJBPM.ear ファイルの配備
標準の weblogic ear配備説明に従って、 NXJBPM.ear ファイルを配備します。
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6.5 Oracle 10g - ActiveWorkflowの構成

6.5.1 NXJ リポジ ト リデータソースの設定
第 2章の 「NXJ リポジ ト リの構成」 を参照して く ださい。

6.5.2 global jndi lookupの有効
1. ファイル <ORACLE_HOME>/j2ee/oc4j_inst*/config/server.xml を開きます。

2. テキス トの以下の行を追加します。

global-jndi-lookup-enabled=”true” - server.xml

6.5.3 BPM Events Queueの JMS destinationの作成
1. Oracle Application Server Controlに行きます。

2. BPMAdminサーバを配備する OC4J インスタンスを選択します。

3. Administration リンクを選択します。

4. JMS Destinationsの “Go to Task” を選択します。

5. New ボタンをク リ ッ クして、 以下のように構成します。

Destination Name: BPM Events Queue
In Memory Persistence Only.
JNDI Location: queue/BPMEvents.

6. OK をク リ ッ クします。

6.5.4 shared libraryの作成
1. Oracle Application Server Controlに行きます。

2. BPMAdminサーバを配備する OC4J インスタンスを選択します。

3. Administration リンクを選択します。

4. shared librariesの “Go to Task” を選択します。

5. Create ボタンをク リ ッ クします。

6. 以下のように構成します。

Shared Library Name: BPM_Libraries
Shared Library version: 1
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7. Next をク リ ッ クします。

8. Add ボタンをク リ ッ クします。 commons-logging.jar をブラウズします。

注 : NXJ開発またはサーバマシンの場所 :<UNIFY_HOME>/NXJ/
BPM/lib

9. log4j-1.2.6.jarのためにステップ 8 を繰り返します。

注 : NXJ開発またはサーバマシンの場所 :<UNIFY_HOME>/NXJ/
BPM/lib

10. Continue > Next > Finish をクリ ッ クします。

注 : NXJActiveWorkflow アプリケーシ ョ ンを配備する場合は、
shared library をインポートする必要があります。

6.5.5 NXJBPM.ear ファイルの配備
1. Oracle Application Server Controlに行きます。

2. OC4J インスタンスを選択します。

3. Application リンクを選択します。

4. Deploy ボタンをク リ ッ クします。

5. Browse ボタンをク リ ッ クして、 例えば、 <UNIF_HOME>/NXJ/BPM/lib に格納され
る NXJBPM.ear を選択します。

注 : NXJ Enterprise Server をインス トールから NXJBPM.ear ファイ
ルを使用する必要があります。

6. Continue をク リ ッ クします。

7. Next をク リ ッ クします。

8. Application Name に、 “BPMAdmin” を設定して、 ‘Next’ をク リ ッ クします。

9. “Go To Task” の下の pencil リンクをク リ ッ クすることによって、 環境リファレン
スをマップします。
以下のように構成します。

“NXJDS” の全てのリファレンスを “jdbc/NXJDS” に変更することによって、
JNDI Location をマップします。

OK をク リ ッ クします。

10. “Go To Task” の下の pencil リンクをク リ ッ クすることによって、 class loading を
構成します。
以下のように構成します。

BPM_Librariesの import チェ ッ クボッ クスをチェ ッ クします。

“Add Another Row” をク リ ッ クして、 パスと して <UNIFY_HOME>/BPM/samples/
portal/lib を入力します。

OK をク リ ッ クします。
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11. advanced deployment plan Editingの下で、 “Edit Deployment Plan” を選択しま
す。
以下のように構成します。

左側のウィンドウで、 BPM Process Manager > ejb > BPMServerEJB > Session > 
AdminService > env-entry を選択します。

UNIFY_HOME と UNIFY_WORKの値が正しいことを確認します。
‘OK’ をク リ ッ クして、 ‘Deploy’ をク リ ッ クします。
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このセクシ ョ ンは、 以下のアプリケーシ ョ ンサーバにおける、 NXJ ActiveReportingの
アプリケーシ ョ ンサーバの構成のガイ ド ラインです。

• JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ

• IBM WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバ

• WebLogic アプリケーシ ョ ンサーバ

• Oracle 10g アプリケーシ ョ ンサーバ

7.1 JBoss - NXJ ActiveReportingの構成
NXJ Enterprise Server に行き、 JBoss deployment ディ レク ト リに jreport.ear ファイル
をコピーします。

注 : jreport.ear ファイルは、 <UNIFY_HOME>/NXJ/libディ レク ト リの下
に格納することができます。

注 : 一旦、 配備されると、 http://<host>:<port>/jreport （例 : http://
qaes4.sac.unify.com:8080/jreport） にアクセスすることによって、
reportサーバにアクセスすることができます。

注 : Report server workディ レク ト リは、 通常、 Windowsの場合、
c:\Document and Settings\<user>\.jreportにあり、UNIXベースのマシ
ンの場合、 /home/<user>/.jreportにあります。 このディ レク ト リを
変更したい場合は、 アプリケーシ ョ ンサーバの以下の java オプシ ョ
ンを設定する必要があります。
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Windowsの場合
set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% -Dreporthome=c:\report_work

UNIXの場合
JAVA_OPTS=”$JAVA_OPTS -Dreporthome=/opt/report_work”

7.2 WebSphere - NXJ ActiveReportingの構成
標準 websphere エンタープライズアプリケーシ ョ ンの配備説明に従って、 jreport ear
ファイルを配備します。

注 : jreport.ear ファイルは、 <UNIFY_HOME>/NXJ/libの下に格納するこ
とができます。

注 : 一旦、 配備されると、 http://<host>:<port>/jreport （例 : http://
qaes4.sac.unify.com:9080/jreport） にアクセスすることによって、
reportサーバにアクセスすることができます。

注 : Report server workディ レク ト リは、 通常、 Windowsの場合、
c:\Document and Settings\<user>\.jreportにあり、UNIXベースのマシ
ンの場合、 /home/<user>/.jreportにあります。 このディ レク ト リを
変更したい場合は、 アプリケーシ ョ ンサーバの以下の java オプシ ョ
ンを設定する必要があります。

Windowsの場合
set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% -Dreporthome=c:\report_work

UNIXの場合
JAVA_OPTS=”$JAVA_OPTS -Dreporthome=/opt/report_work”

7.3 Weblogic - NXJ ActiveReportingの構成
標準 weblogic エンタープライズアプリケーシ ョ ンの配備説明に従って、 jreport war
ファイルを配備します。

注 : jreport.ear ファイルは、 <UNIFY_HOME>/NXJ/libの下に格納するこ
とができます。

注 : 一旦、 配備されると、 http://<host>:<port>/jreport （例 : http://
qaes4.sac.unify.com:7001/jreport） にアクセスすることによって、
reportサーバにアクセスすることができます。

注 : Report server workディ レク ト リは、 通常、 Windowsの場合、
c:\Document and Settings\<user>\.jreportにあり、UNIXベースのマシ
ンの場合、 /home/<user>/.jreportにあります。 このディ レク ト リを
変更したい場合は、 アプリケーシ ョ ンサーバの以下の java オプシ ョ
ンを設定する必要があります。

Windowsの場合
set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% -Dreporthome=c:\report_work
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UNIXの場合
JAVA_OPTS=”$JAVA_OPTS -Dreporthome=/opt/report_work”

7.4 Oracle 10g - NXJ ActiveReportingの構成
標準 oracle 10g エンタープライズアプリケーシ ョ ンの配備説明に従って、 jreport war
ファイルを配備します。

注 : jreport.ear ファイルは、 <UNIFY_HOME>/NXJ/libの下に格納するこ
とができます。

注 : 一旦、 配備されると、 http://<host>:<port>/jreport （例 : http://
qaes4.sac.unify.com:8888/jreport） にアクセスすることによって、
reportサーバにアクセスすることができます。

注 : Report server workディ レク ト リは、 通常、 Windowsの場合、
c:\Document and Settings\<user>\.jreportにあり、UNIXベースのマシ
ンの場合、 /home/<user>/.jreportにあります。 このディ レク ト リを
変更したい場合は、 アプリケーシ ョ ンサーバの以下の java オプシ ョ
ンを設定する必要があります。

Windowsの場合
set JAVA_OPTS=%JAVA_OPTS% -Dreporthome=c:\report_work

UNIXの場合
JAVA_OPTS=”$JAVA_OPTS -Dreporthome=/opt/report_work”
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